
２０１５年度関西学生バスケットボール入替戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 2 7 10 14 0 1 1 1 6 7 2 2 3 0
5 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
7 0 0 1 2 7 0 0 2 1 3 4 0 0 0 0
11 * 0 0 0 3 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0
12 * 0 0 3 4 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
14 * 1 3 7 10 2 5 2 2 7 9 3 10 2 0
18 0 0 0 4 9 4 6 4 1 2 3 1 1 0 1
23 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
24 0 2 2 1 3 1 2 2 3 7 10 1 2 2 0
41 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
76 * 0 0 5 7 2 3 3 4 4 8 3 3 3 0
91 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 2 3 5 0
5 14 33 61 10 19 17 12 32 44 12 19 10 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 0 0 0 2 5 2 2 3 2 3 5 1 2 1 0
6 * 1 5 4 11 3 5 0 5 5 10 0 2 0 0
8 0 0 0 1 3 0 0 3 1 4 5 0 0 1 0
13 * 1 5 2 6 3 4 3 1 3 4 3 1 1 1
14 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
15 * 1 2 1 1 0 0 3 1 3 4 4 2 0 0
17 * 4 13 7 21 0 0 1 1 5 6 2 3 1 0
18 0 1 2 0 1 1 2 1 0 0 0 1 0 0 0
20 * 0 0 2 6 1 2 2 2 6 8 2 2 0 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 2 0 2 0
8 27 19 54 10 15 17 14 29 43 13 12 4 2

Team / Coach:

合　　　計
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戦評
【総括】
入れ替え戦も遂に1勝1敗で3日目に突入し、同志社大学と大阪教育大学の1部リーグの座をかけた好ゲームとなっ
た。第1ピリオドは同志社が、ディフェンスからの速攻でリードを奪うが、第2ピリオドは大教大#17安部の3Pシュートが
当たり、逆転に成功し前半を折り返す。後半となり、途中まで互角に試合を続けるが、同志社#0荒谷のオフェンスで
引き離すと、さらには、ディフェンスで大教大をシャットアウト。同志社は勢いをそのままに得点を重ね、点差を広げ
る。第4ピリオドも大教大は同志社の勢いを抑えられずさらにリードを広げられる。負けじと大教大もシュートを打ち続
けるが流れに乗れない。順調に得点を重ねた同志社が90-72で勝利し、1部リーグ残留を決めた。
【第1ピリオド】
気合十分の大教大はファーストシュートこそ外すものの、積極的にリバウンドに絡み、インサイドを攻めていく。対す
る同志社は#14高山のドライブを起点に展開していくがリングに嫌われ、なかなかシュートが入らない。しかし、残り5
分に#0荒谷の3Pシュートが入るとさらには、#18井島のインサイドなどもあり、同点に追いつく事に成功する。大教大
は#17安部のシュートなど単発では決まるもの、同志社が厳しいディフェンスから#14高山が連続で速攻を沈め一気
に突き放し、21-13と同志社が8点リードで、第1ピリオド終了
【第2ピリオド】
追いつきたい大教大は#17安部がシュート、3Pシュートと連続で決め、一気に差を縮めるが、同志社は#0荒谷が冷
静にシュートを決める。しかし、大教大#17安部が止まらない。ゴール下からミドルまで多彩なオフェンスを見せてい
く。同志社も負けじと#14高山の3Pシュートなどを見せるが、残り3分、ついに大教大は＃17安部の3Pシュートでつい
に逆転すると更には#6山野の3Pシュートもあたりだす。その間、同志社は#18井島のフリースローで繋ぎ、最後に#7
川武がシュートを決めたところで37-38と大教大が1点リードで前半終了。
【第3ピリオド】
第2ピリオドの勢いのまま大教大が、#13吉田の速攻や#6山野のミドルなどシュートが気持ちよく決まるが、同志社も
#0荒谷のミドルや#14高山の速攻などお互いに持ち味を存分に発揮していく。だが、徐々にに同志社のディフェンス
が上回り、#0荒谷の連続得点でひきはなす。大教大は#13吉田のシュートなどはあるものの、厳しいシュートが多く、
64-52と再び同志社がリードを取り返し第3ピリオド終了。
【第4ピリオド】
最終ピリオド、最初に流れを掴んだのは同志社、#76佐藤のシュートや#24石塚がフリースローを決めるが、大教大
#13吉田の3Pシュートが決まると、同志社は早めのタイムアウト。大教大はオールコートディフェンスでつかまえかける
も、同志社がディフェンスから取戻し、#24石塚、#14高山の速攻が決まると、たまらず大教大はタイムアウト。直後、大
教大#17安部が意地の3Pを決めるも、同志社は揺るがない。厳しいディフェンスで難しいシュートを打たせ、速攻やイ
ンサイドを攻め、確実に点数を重ねていく。残り2分、大教大#15伊田の3Pシュートや#5奥田のシュートが決まるもの
の大勢は変わらず90‐72で同志社が勝利した。
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